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必要があるため、  重症度・緊急度が高い熱傷  を分類す

ることが考えられる。 

 

 ⑥  重症度・緊急度が高い中毒   

  ・ 発生状況から明らかに誤飲・誤食等が疑われる場合だけ

でなく、原因がよく分からない意識障害の場合等、急性中

毒を疑って、適切な医療を提供する必要があるため、 重症

度・緊急度が高い中毒  を分類することが考えられる。 

 

⑦  痙攣  

⑧  喘息  

   ・ 意識障害や呼吸困難は、重要な症状であるが、様々な要

因により起こる症状であり、特に、他の症状等とあわせて

総合的に判断する必要がある症状である。そのため、意識

障害や呼吸困難を分類するのではなく、 脳卒中疑い や 心

筋梗塞（急性冠症候群）疑い 等、その他の分類で対応する

ことが考えられる。 

 ・ ただし、重積発作がある等、重症度・緊急度が高い 痙攣 

及び 喘息 については、傷病者の生命の危機に関連するこ

とから、別途分類することも考えられる。 

 

 ⑨  消化管出血   

  ・ 消化管出血（吐血・下血と血便）については、急変する

場合も念頭に、緊急内視鏡検査が可能な医療を提供する必

要があるため、 消化管出血 を分類することが考えられる。 

 

  


